
教育目標・
目指す学校像
（長期目標）

〔今年度の評価〕 Ｂ
・電子黒板やタブレットの使用な
どICTの活用は進んだが、生徒の
主体的学びや学力向上に結び
つく一段上の活用が望まれる。
・図書委員による読書支援活動
が盛んになっている。

〔次年度への課題〕
・生徒自身がタブレットを使用
する学びを実現するための授
業の工夫や改善を行う。
・蔵書を充実させ生徒にとっ
て魅力ある図書館を目指す。

〔今年度の評価〕A
・紫陽祭を初め、様々な行
事で生徒主体で動けてい
た。紫陽祭においては課
題であった花火の打ち上
げにも成功できた。

〔次年度への課題〕
・生徒会役員のみではな
く、生徒全員が主体的に動
けるような組織づくりを目指
す。

〔今年度の評価〕 Ｂ
・多くの行事で円滑に実施
できた。

〔次年度への課題〕
・ゆとりのある計画を組む。

〔今年度の評価〕Ｂ
・多くの生徒は規則や交通
ルールを守って生活してい
るが、一部の生徒は不十
分であった。

〔次年度への課題〕
・講話や日常の指導の充
実を図り、規則や交通ルー
ルの遵守を推進する。

〔今年度の評価〕Ｂ
・キャリア教育に関する新しい取
組（1年キャンパス見学、出張授
業、進路通信）や、従来の行事の
見直しによって、生徒たちにキャ
リアについて考える機会を与える
ことができた。

〔次年度への課題〕
・生徒の進路意識をより高
めるために、早い時期から
の働きかけ、総探との連
携、高大連携の検討を行
い、内容を充実させる。

〔今年度の評価〕Ｂ
・保健だより等定期的に発
行し生徒の健康への意識
を喚起することができた。ま
た、加湿器・空気清浄機の
整備指導も徹底できた。

〔次年度への課題〕
・自己健康管理ができるよ
うに様々な場面で継続的
に指導。
健康・環境整備に関する
HR役員を新たに割り当て
対応する。

学校関係者
評価

努力目標
（中期目標）

生徒が自ら考え、判断し、行動できるようにする生徒に豊かな教養と知性を身に付けさせる

生
徒
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・自ら規則や交通ルールを守り、将来社会人になって
通用する生徒を育成するために、教職員間の共通理解
を図って指導するとともに、外部講師による講話等の実
施により支援していく。

主要担当部

今年度の
具体策

（短期目標）

今年度の
評価

次年度への
課題

学
習
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・ICTの積極的活用も含めた授業の工夫に努め、生徒の主体
的学びを促すことで、基礎学力の定着・向上を図ると共に、よ
り高い学力の習得を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　・蔵書
の充実と、推薦図書の紹介やビブリオバトル等を通して、読
書への興味・関心を喚起させ、生徒の読書活動の推進を図
る。 特

別
活
動
部

〔今年度の具体策〕
・各学校行事について、前年度の反省を活かして、生
徒会役員に内容を検討させ、主体的に実施するように
支援する。

教
務
部

〔今年度の具体策〕
・各部、係と連携し、学校行事が円滑に行われるように
する。

進
路
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・キャリア教育に関する行事の内容を充実させ、それに
関する情報を提供することによって、一人一人のキャリ
ア形成を支援する。

健
康
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・生徒が日頃から自分自身の健康について関心を持
ち、感染症予防やけが防止等、積極的に自己管理が
出来るよう保健だより等の発行を通じて考えさせる。

・読書離れが深刻化しているので、読む力を身に付ける指導
を考えて欲しい。
・小中学校でのタブレットの活用は進んでいるので、高校でも
授業中に活用する機会を増やして欲しい。また、タブレットを
使った生徒同士の学び合いの機会を設ける様々な活用を考
える必要がある。

・オンラインカジノや闇バイト、ヘルメットの着用促進に関する
講話を設けることを検討して欲しい。
・キャリア教育の一環として、地元の企業の方を講師として招
き、講話を行うことは大切なので、継続・促進して欲しい。

自己実現を目指す自立した人間の育成



教育目標・
目指す学校像
（長期目標）

〔今年度の評価〕Ｂ
・生徒の学習時間の確保
や学習習慣の定着が十分
ではなかった。
・３年間を見通した持続性
や計画性のある実施内容
となった。

〔次年度への課題〕
・進路と連携し、早期に進路
意識を高めさせ、主体的な学
びを促す。　　　　　　　　・共通
理解のもと、学校全体として体
系的に指導していく体制づく
りをする。

〔今年度の評価〕Ｂ
・進路指導部全メンバーの
協力を得て、様々な行事・
職務に組織として取り組む
ことができた。

〔次年度への課題〕
・各部、教科、学年と連携
を取り、より組織的に進路
指導を行う。

〔今年度の評価〕 Ｂ
・授業や課外などでは少し
ずつ準備できているが、放
課後など生徒に対応する
時間が少なかった。

〔次年度への課題〕
・年内入試の数、合格者が
増えている大学が多いた
め、早期に対応できるよう
にする。

学校関係者
評価

教育目標・
目指す学校像
（長期目標）

〔今年度の評価〕B
・多くの部活動で活動内
容をHPにアップすること
ができた。

〔次年度への課題〕
・継続して、HP等を通し
た広報活動を行う。
・年間を通した活動の活
性化を図る。

〔今年度の評価〕B
・多くの生徒が積極的に
参加していた。

〔次年度への課題〕
・外部機関と連携し、機
会と参加者を増やしてい
く。

学校関係者
評価

・考えられる様々な取組を実践し、生徒もそれに付いてきてい
る。

・先輩の体験談などは良い取組である。
・綿密な計画のもと、様々な指導が実践されている。

大学等への進学希望を実現する

主要担当部

今年度の
具体策

（短期目標）

今年度の
評価

次年度への
課題

学
習
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・学習ガイダンスや学年に応じた指導を通し、学習習慣を定
着させるとともに、明確な目標を持って主体的に学ぶ姿勢を
育成する。　　　　　　　　　　                 ・進路実現を視野に
置いた総合的な探究の時間の充実を図るために、他の分掌・
校内組織と連携し、課題研究や進路学習の効果的な指導に
努める。

進
路
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・3年間を見通した進路指導を実現するために、進路指
導計画の活用を促し、各部、教科、学年と密に連携す
る。

教
務
部

〔今年度の具体策〕
・学習指導要領に基づく教育課程を確実に運用し、新
しい大学入試に対応する力を養成する。

努力目標
（中期目標）

将来を見通した一貫性のある進路指導を展開するきめ細かな学習指導を展開する

・今年度の広報活動の取組で効果があったので、引き続
き継続して欲しい。
・代表の生徒が、中学生へ話をする機会を設けてはどう
か。

・近隣の進学校と比較し、ボランティアの参加人数は多
い。
・体験活動は大切なので、今後は小中学校や地域との連
携にも取り組んで欲しい。

他人を思いやる心と豊かな人間性をはぐくむ

努力目標
（中期目標）

生徒に学校行事や部活動などへの参加を奨励する
生徒が地域におけるボランティア活動などの

体験的学習を実践できるようにする

主要担当部

今年度の
具体策

（短期目標）

今年度の
評価

次年度への
課題

特
別
活
動
部

〔今年度の具体策〕
・生徒会や学年、各委員会、各部活動などと協力
して、学校行事や部活動への生徒の参加を促す。

学
習
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・他の分掌、校内組織、外部機関と協力して、ボ
ランティア活動や体験活動の機会をより多く設
け、生徒の積極的参加を促す。



教育目標・
目指す学校像
（長期目標）

〔今年度の評価〕B
・生徒が主体的に動くこと
はできたが、LHR等での時
間が少なかったように思う。

〔次年度への課題〕
・計画的な時間の確保を行
う。　　　　　　　　　　　・担任
主導ではなく、生徒会を中
心とした活動時間を確保
する。

〔今年度の評価〕A
・生徒はすれ違う時の挨拶
はよく挨拶できていた。ま
た、立哨指導は効果的で
あった。

〔次年度への課題〕
・継続して立哨指導を実施
するとともに、授業始めや
終わりの挨拶も奨励する。

〔今年度の評価〕A
・いじめアンケートの実施
や担任の面談等により生
徒の悩みを早期に発見し
たりＳＣとの連携を図ること
ができた。

〔次年度への課題〕
・継続して生徒の悩みの早
期発見、対応に努めるとと
もに、より一層の教育相談
体制の充実を図る。

〔今年度の評価〕B
・各行事では生徒がリー
ダーシップを養成、発揮す
る多くの場面があった。

〔次年度への課題〕
・行事計画の見直しをはか
る。

〔今年度の評価〕B
・実施予定日が変更になり
２学期実施。訓練に臨む生
徒の態度は良好であり、意
識の高さを感じた。

〔次年度への課題〕
・広く防災の観点から出火
以外の災害についてもシ
ミュレーションし、早い時期
に訓練が出来るよう年間計
画の見直しを図る。

学校関係者
評価

努力目標
（中期目標）

健
康
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・防災避難訓練を通じて、緊急事態発生時の避難の仕
方及び対応の仕方を学び、家庭や地域においても積
極的に行動できるよう指導を進めていく。

主要担当部

今年度の
具体策

（短期目標）

今年度の
評価

次年度への
課題

特
別
活
動
部

〔今年度の具体策〕
・各学年・クラスと連携を取り、LHRなどで学校行事に関
する話し合いや準備の時間を確保し、生徒が協働する
ようにする。

社会に貢献できる人間の育成
国際社会で活躍できる能力と

品性をもった人間の育成

生徒に多様な文化に対する理解を深めさせる

国
際
理
解
部

〔今年度の具体策〕
・各学年やクラスとよく連携し、各行事の中で生徒の
リーダーシップの育成と異文化に対する理解力の向上
を目指す。

生徒が心身ともに健康で明るく、
他人を思いやる心をもてるようにする

・生徒がやりがいを感じられるような地域と連携した学校行事
を検討して欲しい。

・行事計画は、スタッフと中身のどちらに課題があるのか、更
に具体的に示して欲しい。

〔今年度の具体策〕
・世界共通の文化である「あいさつ」を推奨するために、
朝の立哨指導等において自らあいさつできる生徒の育
成に努める。

生
徒
指
導
部

〔今年度の具体策〕
・いじめアンケートの実施により生徒の悩みを早期発
見・対応したり、ＳＣと連携した教育相談の充実を図るこ
とにより、生徒の心身の健康を育む。

生
徒
指
導
部



教育目標・
目指す学校像
（長期目標）

〔今年度の評価〕B
・大学関係者や研修依頼
業者との連携を密にし各
行事の目的を達成した。

〔次年度への課題〕
・行事計画の見直しをはか
る。

〔今年度の評価〕 B
・留学生の受け入れや国
際交流会等の行事を通し
て、学年やクラス等からの
協力を得て各行事の目的
を達成した。

〔次年度への課題〕
・行事計画の見直しをはか
る。

学校関係者
評価

努力目標
（中期目標）

国際理解教育を積極的に推進する

主要担当部

今年度の
具体策

（短期目標）

今年度の
評価

次年度への
課題

国
際
理
解
部

〔今年度の具体策〕
・教職員で共通理解を持ち、外部関係者と連携を密に
し、国際交流会やオーストラリア語学研修等の交流活
動の内容を充実させる。

国
際
理
解
部

〔今年度の具体策〕
・国際交流会等や留学生の受け入れを積極的に実施
することにより、生徒の実践的コミュニケーション能力の
向上を目指す。

・本校の特色である国際理解の取組をもっと中学生に知って
もらえるようにPRすると同時に、更なる特色化に取り組んで欲
しい。

・授業見学で、生徒が英語でコミュニケーションをとる場面を
見ることができた。
・留学生がいても、学年が違うと交流する機会が少ないので、
もっと機会を増やして欲しい。

国際社会を生き抜く高い識見と広い視野を養う

国際交流活動を充実させる 生徒の実践的コミュニケーション能力を育成する


